
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭には、「子ども達が元気に育ちますように」と願いを込めた

こいのぼりが元気に泳いでいます。新年度が始まって 1 カ月。新

しい環境にも少しずつ慣れ、自分のペースで所生活を楽しめるよ

うになってきました。 

しかしこの時期は、体や心に疲れが出て、体調を崩しやすい時期

でもあります。気温の変化や体調管理に気をつけ、元気に過ごせる

ようにしましょう。 

 

 

鼻水のおはなし 

鼻水は体を守るために必要なもので、鼻や喉に付いたウイル
スを排除するために出るものです。また、炎症を起こした鼻
の粘膜を守る役目もあります。 
 

季節の変わり目やアレルギーなどにより、子どもは鼻水が出やすくなります。鼻水の他に、発熱、

喉の痛み、食欲不振、黄色や緑色の粘り気のある鼻水が続くなどの症状があれば病院で診てもら

いましょう。 

どうして鼻水が出るの？ 

小さい子はこまめに吸い取って！ 

まだじょうずに鼻をかめない子は、ティッシュでこ
まめに拭いてあげたり、鼻水吸引器などを使って吸
い取ってあげたりしましょう。また、頻繁に鼻水を
拭いていると、鼻の下の皮膚が赤くただれてくるの
で、その場合は炎症を抑える軟膏を塗ってあげまし
ょう。 

鼻がかめるようになったら… 

自分で鼻をかめるようになっ
てきたら、片方ずつ、軽くかむ
ように習慣付けましょう。強
くかむと、耳を痛めてしまっ
たり、炎症がひどくなったり
することがあります。 
また、鼻が詰まっていて鼻水
が出ない時は、水分をこまめ
にとり、部屋の湿度を調節し
ましょう。 

５月 
ほけんだより 
令和７年５月１日 西保育所 

小さな子ども達は、身体の異常を自分で伝えることが

できません。朝、子ども達が起きたら、抱っこした

り、着替えをしたりしながら、体調や機嫌のチェック

をしましょう。熱や嘔吐・下痢、湿疹・発疹はない

ですか?鼻水や咳は出ていませんか?顔色・機嫌は?

食欲はありますか?小さな子ほど症状が悪化しやすい

ものです。毎朝触れ合いながら「見て」「触って」の確

認をお願いします。休むほどではないけど、どこか調

子が悪い時は必ず担任にお知らせください。 

保育所でも丁寧に様子を見ていきます。 

水ぼうそう 

赤い米粒状の発疹が胸や背中、お腹などに出始め、半日から 1 日

で全身に広がり、強いかゆみを伴います。同時に、37～38℃の熱

が出ることもあります。次第に発疹の中央に水ぶくれができ、白っ

ぽい膿を含んだ発疹に変化し、3～4 日で黒いかさぶたになって、

かゆみが治まります。発疹は虫刺されによく似ているので、症状の

出始めは注意が必要です。症状が出たらすぐに受診しましょう。ま

た、学校感染に指定された病気なので、医師の許可を得てから登所

するようにしましょう。(治癒証明書が必要)予防接種を受けておく

と、かかっても軽症で済むことが多いようで、1 歳過ぎから受け

ることができます。(任意予防接種) おうちでは… 

発疹をかきむしらないよ

う爪は短くし、手洗いを

しましょう。 

お風呂やシャワーで汗を流し、

肌を清潔にしておくと痒みも軽

減し、化膿しにくくなります。 

口の中にも発信ができます。お

かゆなどの消化がよく刺激の

少ない物をあたえましょう。 

☆コドモンでの出欠申請の際のお願い☆ 
 

病欠でお休みの際、欠席理由を入力した後、備考

欄に現在の子どもの様子（鼻水・鼻づまりがひどく機

嫌も悪いため家庭で様子見ます、夜中から咳込み

あり受診します、下痢・腹痛を訴えているので受診

予定…等）も記入していただけると、どういう状態で

休んでいるのか把握できるため、記入のご協力お

願いします。 


